
香南市地域防災計画の概要

地域防災計画改定の理由 地域防災計画の基本方針

地域防災計画の構成

地域防災計画改定のポイント

過去の災害教訓や国・県等の新たな動向に対応した計画

・災害対策基本法等（水防法・土砂法等）の法改正への対応

・国、県の計画との整合性

・東日本大震災・熊本地震・鳥取地震などの災害教訓を反映

自助・共助・公助の考え方を基本に、各主体が取り組める計画
・家庭、地域、事業所の取り組むべき役割と、それをフォローするための市、県の取り組みを

記載

職員等が防災対策や災害対応時に活用しやすい計画
・「自助・共助」「公助」を編に仕分け、それぞれ時系列に記載

・香南市業務継続計画と地域防災計画の内容を関連付け

着実に実行されるよう実行性の高い計画
・発災後の対策には業務開始、完了時間の目安を記載

・地域防災計画に記載した各種対策を「アクションカード」「各部班災害時行動マニュアル」

としてマニュアル化
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・東日本大震災において「公助」で実施できる限界を再確認した教訓から災害対策基
本法が改正され、住民の責務が新たに位置づけられたこと等を踏まえて、

市民・地域・行政の総力を結集した
「災害対応力の強化」と「被害最小化に向けた実践」

を地域防災計画の基本理念とし、本市の更なる防災体制の充実強化に向けて地域
防災計画を改定する。

・本市においては、市域の「災害への備え」対策、市民の「いのちを守る・つなぐ」対策、
「生活を立ち上げる」対策を重要な要素として防災に万全を期すものとする。

計画の主な改定内容・特徴

◆ 災害に強いまちづくりの推進

⇒「第2次香南市振興計画」等を踏まえて、各種計画に基づく道路等施設の整備（耐震化）に加えて、津波避難対

策等のハード面・ソフト面の整備の充実について追加

◆ 自助・共助による地域防災力の向上

⇒「自助・共助」編を新たに設け、市民、地域の役割を明確にするとともに、日常からの取組、避難情報の収集方法と

その情報に応じたとるべき行動、生活再建に向けた制度の活用など防災知識の普及啓発の充実について追加

◆ 業務継続体制の強化

⇒「香南市業務継続計画（BCP）」との一体化を図り、また、BCPの運用・見直しまでを総合的に管理する「業務継

続マネジメント（BCM）」による業務継続体制・対応力の強化について追加

⇒他自治体等からの応援の受入に関わる業務を統括する「受援班」の設置について追加。また、関係機関への応援要

請が迅速に行えるよう、あらかじめ要請の手順等を取り決めた「受援計画」を新たに策定

◆ 女性や要配慮者の視点に配慮した避難所運営の強化

⇒女性や高齢者、障がい者、妊産婦、子ども、外国人等、多様な被災者の視点に立ち、避難所の指定の在り方や運

営方法を改善するとともに、在宅や車中泊等の避難者への対応について追加

◆ 道路啓開体制の強化
⇒道路管理者による放置車両等の移動等の緊急通行車両の通行を確保するために必要な措置について追加

整合

関連計画

香南市受援計画 香南市水防計画 香南市事前復興計画香南市業務継続計画

関連法令 上位計画

災害対策基本法 防災基本計画 高知県地域防災計画

国 高知県

資料編

具体化

総則編

自助・共助編

公助編

アクションカード
各部班災害時行動マニュアル

香南市地域防災計画

1 災害への備え

2 いのちを守る、つなぐ

3 生活を立ち上げる

1 災害への備え

2 いのちを守る、つなぐ

3 生活を立ち上げる

4 大規模事故災害対策計画

5 南海トラフ地震防災対策推進計画

計画本編

時
間
経
過

時
間
経
過

計画を「自助・共助」「公助」を編に仕分け、それぞ
れ時系列に記載
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地域防災計画のポイント

自助・共助編の充実

業務継続体制の強化（公助編）

災害時行動の実効性の向上

関連計画の策定

取り組むべき主要な施策等を体系的にまとめ、復旧・復興を着実に推進していくことを可能にするた

めの計画

◇香南市事前復興計画

「水防」とは、水害に立ち向かう自助・共助・公助をすべて含めた概念

消防のような火災や地震等が起こった後の対応ではなく、水害を未然に防止することを究極の目標

としており、人目につきにくくも、地域の安全のために重要な役割を担う計画

◇香南市水防計画

関係機関への応援要請が迅速に行えるよう、あらかじめ要請の手順、連絡調整窓口、連絡の方法

等を取り決めておくとともに、連絡先の共有を徹底しておく等、必要な準備を整えておくための計画

◇香南市受援計画

南海トラフ地震に伴い発生する津波からの防護及び円滑な避難の確保に関する事項、南海トラフ

地震に関し地震防災上緊急に整備すべき施設等に関する事項等を定め、香南市における地震防

災体制の推進を図る計画

◇南海トラフ地震防災対策推進計画

●災害時の初動を円滑に進めるために、南海トラフ地震発生時初動活動マニュアルを策定

・アクションカード：「参集～災害対策本部設置」までの具体的行動を示したもの

・各部班災害時行動マニュアル：「災害対策本部の運用開始～災害時優先業務」を実行する

ために各対策部・対策班の具体的行動を示したもの

アクションカード 各部班災害時行動ﾏﾆｭｱﾙ

●住民の理解促進のため、パンフレット形式でとりまとめる

●県や市の取組みを併せて記載し、住民の制度等の活用促進を図る

●近年の知見や取組みを反映

⑤参考資料の参照先を記載
（資料編と対応づけ）

①以前の内容から不足なく記載

④内容をより具体的に記載

②「フロー図」や「役割分担」
を記載

＜現在の計画＞

③「担当」や「開始・終了局面」を記載
→業務継続計画（ＢＣＰ）と一体化

※災害種別ごとに、災害応急活動の開始局面が
変わることに留意

＜以前の計画＞

●業務継続計画（ＢＣＰ）と一体化し、活動の担当や着手・終了局面を整理

●資料編を参照先として関連付け

赤のカード 緑のカード 黒のカード

[リーダー用] [責任者用] [その他の職員用]

活動内容を記載

指示した職員や報告
内容を記載

留意事項等を記載

担当者を色とラベル
で表示

リーダーは職員の中で、適任と
思われる者を責任者に任命し、
責任者からの報告を受ける。

責任者は活動内容・注意
事項を把握し、その他の職
員に指示し手伝ってもらう。

その他の職員
(2人以上)

責任者リーダー

その他の職員は指示された活動をする。
終わったら、責任者に報告する。

活動開始目安を記載

連携する対策班
を記載

地域防災計画（公助編）
の対応ページを記載

③「災害への対策を実施することによ
る減災効果」など近年の知見を反映

②県や市の「取り組み」
を記載

①市民にもわかりやすい
パンフレット形式で作成
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